
大学生といっしょに

のぞいてみよう「水土の知」
平成28年8月31日～9月1日
仙台商工会議所 1階会議室

仙台のまちは、伊達政宗が城を築い
て以来、多くの人が、水を引き、沼
地を農地（土）へと変えてきたこと
によって今の姿になりました。
人と水と土との不思議な関わりを
ちょっとのぞいてみませんか？

日時：平成２８年８月３１日,９月１日の２日間 10時から1８時(１日は17:時３0分)

主催：農業農村工学会 共催：宮城県
後援：東北農政局、仙台市、仙台市教育委員会
協賛：海外農業開発コンサルタンツ協会、全国水土里ネット、地域環境資源センター

土地改良建設協会､土地改良測量設計技術協会、農業土木機械化協会、農業土木事業協会
農業農村整備情報総合センター、水土里ネットみやぎ

すい ど ち

http://www.jsidre.or.jp/h28_zenkokutaikai-ippantenji/



参加してみよう！

 iPadアプリ 水のみち物語

やってみよう！

 ドロえもん博士の土はマジシャン

 ワークショップ 田んぼの水のめぐみ

さわってみよう！

 身近な水路で電気を作ろう

 水路トンネル無人点検ロボット

学んでみよう！

「水土」は、「風土」や「風水」と同じく、“環境”や“地域”を表す古くからの言葉です。

今日の仙台平野は、先人たちが水土を育むのに必要な知恵、『水土の知』を駆使して築いて

きました。農業農村工学会は、この『水土の知』を未来へと引き継ぐとともに、様々な困難

を乗り越える知恵を創り続けることによって、これからも農業と農村の暮らしを支えていき

ます。

『水土の知』をご存知ですか ～ 仙台藩から東日本大震災、そして未来へ ～

 仙台藩の水土の知、伊達政宗からのおくりもの

 田んぼの生き物たちのつながり

 宇宙から世界の農地をながめてみよう

 東日本大震災からの復興など
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